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【巻頭言】 

 

「エレクトロニクスソサイエティと学術誌」 
（エレクトロニクスソサイエティ副会長編集出版担当） 

永田 真（神戸大学） 
 

 学術誌の定期刊行は、学会の担う最も主要なミッション

のひとつであり、学会員による貴重な研究成果を知らしめ

る機会を提供しています。多くの研究者にとって、論文の

執筆は若年時代から研鑽を続けて獲得する能力であり、ま

た、継続的な著作は長期の研究活動におけるマイルストー

ンとして位置づけられていることでしょう。論文が多くの

読者に読まれ、そして他の研究者に参照されることは、大

きな達成感となり、専門領域における自己の確立につなが

ります。学術論文は、ビアレビューの精神に則り、当該領

域（あるいは近接領域を含む）の専門家により、科学的な

正確さと、新規かつ有用な知識であることが、その査読過

程において厳正に確認されています。また、学術誌は、初

出の発見や発明にかかる速報性の高い論文、多面的な知見

を得て編纂された奥行きのある論文、当該分野の歴史的な

発展を論じ将来の動向を見極めるレビュー論文、など、質

の高い論文を幅広く掲載するべく、卓越した研究者を擁す

る編集委員会において編纂されています。あわせて、学術

誌の発行・運営には、投稿論文の編集担当、適切な査読者

の選定、広報活動、投稿規定の制定など、多岐にわたる業

務があり、その多くが研究者である編集委員のボランティ

ア貢献に委ねられています（もちろん学会事務部門の協力

も不可欠です）。学術誌の醸成は、研究者の努力と歩調を

合わせた長い時間のもとで結実し、専門家の認知と支持、

そして、数多くの定期的な読者の獲得に至っています。 

近年、学術誌は大きな転換点に直面しています。論文の

引用率、論文の投稿から出版までのリードタイム、年間の

購読者数、サイトの訪問数、等々、数値化しやすいベンチ

マーク指標が抽出され、公開データとして比較される傾向

が顕著です。このことは、学術誌の実力を見極める機運を

導き、また、雨後の筍のように創刊される論文誌の取捨選

別に有用な情報を与えているのかもしれません。その一方

で、研究者が論文の投稿をためらう結果、学術誌の淘汰に

つながり、連綿と続いた発行が途切れる懸念にもつながり

ます。 

エレクトロニクスソサイエティでは、和文論文誌（電子

情報通信学会論文誌 C)、英文論文誌(IEICE Transactions on 

Electronics)、および ELEX(IEICE Electronics Express)の三つ

の学術誌を刊行しています。このうち英文論文誌と ELEX

はインパクトファクターが付与されており、世界的な認知

が得られている証左です。いずれの論文誌も丁寧に査読が

なされており、比較的短いリードタイムで出版されます。

さらに、電子情報通信学会の選奨規定に基づき、英文論文

誌と和文論文誌から論文賞、ELEX からは ELEX Best Paper 

Award が毎年選定されます。エレクトロニクス分野におい

て、これらの特徴を満たす学術誌は世界的にも決して多く

ありません。 

ところで、学術誌に採録された論文の公開方式について、

研究者の意識が高まっています。公の研究助成に基づく研

究成果は、誰もが講読料なしにいつでも閲覧できる刊行物

として社会に共有されるべきである、という考え方から、

全ての掲載論文がオープンアクセス(OA)として提供され

る出版形式が要請されています[1]。欧州の研究助成機関に

よる「プラン S」宣言（2018 年に初期版、2019 年に改訂

版）による強いメッセージに対応して、多くの学会が OA

対応を進めてきました。従来より、著者が論文掲載時に追

加料金を支払うことで当該論文を OA 指定するハイブリ

ッド形式があります。近年は、全ての掲載論文について永

続的な公開と二次利用の承認を補償する形式(ゴールド

OA)が一般的になりつつあります。論文の著作権について

クリエイティブ・コモンズ[2]のライセンス定義に従って明

示されています。学術誌によりますが、改変の禁止と他者

による商用利用を除く、という場合が多いようです。なお、

ゴールド OA 形式にかかる経費は論文掲載料に繰り込ま

れています。海外では、学会と学術機関や助成機関の契約

による包括的な経費支出も進んでいます。 

他方、研究者の所属組織等が運営する機関リポジトリに

て採録決定後の論文原稿を公開する（グリーン OA と呼ぶ

こともある）、あるいはプレプリント・サーバにおいて投

稿前の論文原稿を公開する、という選択肢もあります。後

者については必ずしも査読過程がありませんが、学術誌へ

の掲載に先行して、素早い公開により独自性の所在を確保

する、他の研究者による検証や引用を促進する、などの利

点もあり、多くの分野で一般化が進んでいます。プレプリ

ント・サーバに論文原稿を公開した後に、これを学術誌に
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投稿し、専門家による査読と修正の過程を経て採録されれ

ば、論文として出版することができます（電子情報通信学

会[3]や IEEE[4]の説明をご参考下さい）。 

このように、研究成果の OA 出版は多様な方法がありな

がらも、着実に進んでいます。学術誌として、幅広く掲載

論文が読まれることが肝要です。これを OA 出版により達

成し、さらには、前述の各種ベンチマーク向上にも資する

ことになるでしょう。 

さて、エレクトロニクスソサイエティの提供する学術誌

について、ELEX は創刊時点から OA 出版されています。

そして現在、英文論文誌の OA 化を進めています。皆様の

採択論文は、我が国の学術誌を幅広く公開する公的なプラ

ットフォームである J-STAGEに掲載され、掲載論文のDOI 

(Digital Object Identifier)をもとにウェブ検索されれば、論

文本体にアクセスされるようになります。本稿が掲載され

るころには、「投稿のしおり」[6]において OA 出版が具体

的に示されていることと思います。電子情報通信学会英文

誌は、論文誌として 50 年近く（1976 年創刊）の歴史を有

し、年 12 冊の定期刊行を続けています。各種のインパク

トファクターも有しており、従前のグリーン OA にとどま

らず（注：学会出版 PDF を機関リポジトリや著作者の管

理する非営利サーバで公開可能です[3]）、ゴールド OA と

することで、世界中の検索エンジンから皆様の論文へのア

クセスを提供し、研究成果を幅広く周知します。ぜひ、エ

レクトロニクスソサイエティの学術誌に論文をご投稿く

ださい。 
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